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げん ぢ 

元 治 元年 十一月 二十 六日、 京都 守護の 任に 当って ゐ 

た、 加州 家の 同勢 は、 折からの 長 州 征伐に 加 はる 為、 

くにがらう お ほす みの かみ ぁぢか はぐち 

国 家老の 長 大隅守 を 大将に して、 大阪の 安治川口から、 

船 を 出した。 

こがしら つくだき うだい ふ 

小頭 は、 佃久 太夫、 山 岸 三十 郎の 二人で、 佃 組の 船 

に は 白 幟、 山 岸 組の 船に は 赤 幟が 立って ゐる。 五 百 

石 積の 金毘羅 船が、 皆 それぞれ、 紅白の 幟 を 風に ひる 

がへ して、 川口 を 海への り 出した 時の 景色 は、 她 何に 

も 勇ましい ものだった さう である。 



白胡麻 を ふり 撒いた やうに、 沢山 ゐ るの だから、 とて 

も、 とりつくす などと 云 ふ 事が 出来る 害の もので はな 

い。 だから、 佃 組と 山 岸 組と を 問 はず、 船中に ゐる侍 

ことごと あと 

と 云 ふ 侍の 体 は、 悉 く 虱に 食 はれた 痕で、 まるで 

はし 力 力 力 

麻疹 〔# 「麻疹」 は 底本で は 「痳疹 匕 にで も 罹った やうに、 

胸と 云 はず 腹と 云 はず、 一面に 赤く 腫れ上がって ゐた。 

しかし、 いくら 手の つけ やうがない と 云っても、 そ 

うつち や なほ 

のま ま 打 遣って 置く わけに は、 猶 行かない。 そこで、 

船中の 連中 は、 暇 さへ あれば、 虱 狩 を やった。 上 は 家 

老 から 下 は 草履 取まで、 悉く 裸になって、 随所に ゐる 

虱 を てんでに 茶 呑 茶碗の 中へ、 取って は 入れ、 取って 



「貰うて か。 貰へば わしが 飼うて おくまで ぢ や。」 

てんぜん 

森 は、 恬然と して 答へ るので ある。 

「では 殺さずに とって 進ぜよう。」 

じょ-つ だん 

同役 は、 冗談 だと 思った から、 二三 人の 仲間と 一 し 

よに 半日が かりで、 虱 を 生きた まま、 茶 呑 茶碗へ 二三 

杯と りため た。 この 男の 腹で は、 かう して 置いて 「さ 

あ 飼へ」 と 云ったら、 いくら 依怙地な 森で も、 閉口す 

る だら うと 思った からで ある。 

すると、 こっちから はま だ 何とも 云 はない 内に、 森 

が 自分の 方から 声をかけた。 

「とれた かな。 とれたら わしが 貰うて 進ぜよう。」 



「虱が ゐ ると、 暖 うこざる かな。」 

呆気に とられて ゐた 同役 は、 皆 互に 顔 を 見合せ なが 

ら、 誰に 尋ねる ともなく、 かう 云った。 すると、 森 は ■ 

虱 を 入れた 後の 襟 を、 丁寧に 直しながら、 一 応、 皆の 

顔 を 莫迦に したやう に 見 ま はして、 それから こんな 事 

を 云 ひ 出した。 

「各々 は 皆、 この頃の 寒さで、 風 を ひかれる がな、 こ 

くさめ はな 

の 権 之 進 はどう ぢゃ。 嚏 もせぬ。 渎 もたらさぬ。 ま 

して、 熱が 出た の、 手足が 冷える のと 云うた 覚は、 嘗 

て あるまい。 各々 はこれ を、 誰のお か げぢ やと 思 はつ 

しゃる。 II みんな、 この 虱のお か げぢ や。」 



何でも 森の 説に よれば、 体に 虱が ゐ ると、 必 ちく 

ちく 刺す。 刺す からどう しても 搔 きたくなる。 そこで- 

体中 万遍なく 剌 される と、 やはり 体中 万遍なく 搔 きた 

くなる。 所が 人間と 云 ふ もの はよ くした もので、 痒い 

痒い と 思って 搔 いて ゐる 中に、 自然と 搔 いた 所が、 熱 

を 持った やうに 温くな つてく る。 そこで 温くな つてく 

れば、 睡く なって 来る。 唾くな つて 来れば、 痒 いのも 

わからない。 —— かう 云 ふ 調子で、 虱 さへ 体に 沢山 ゐ 

れば、 唾つ きもい いし、 風 も ひかない。 だから どうし 

て も、 虱 飼 ふべ し、 狩るべからず と 云 ふので ある。 … 



しかし、 何処の 国、 何時の 世で も、 Pr§curseur の 説 

が、 そのまま 何人に も容 れられ ると 云 ふ 事 は 滅多にな 

なんぴと 

い。 船中に も、 森の 虱 論に の 説が、 そのまま 何人に も 

容 れられ ると 云 ふ 事 は 滅多にない。 船中に も、 森の 虱 

論に 反対す る、 Pharisien が 大勢 ゐた。 

中で も 筆頭 第 一 の Pharisien は 井上 典 蔵と 云 ふ 

おかち また 

御徒 士 である。 これ も 亦 妙な 男で、 虱 をと ると 必ず 皆 

食って しま ふ。 夕が た 飯 をす ませる と、 茶 呑 茶碗 を 前 

に 置いて、 うま さう に 何 かぶつり ぷ つり 嚙ん でんで ゐ 

るから、 側へ よって 茶碗の 中を視 いて 見る と、 それが 

皆、 とりた めた 虱で ある。 「どんな 味で ござる？」 と 訊 



も 風 狩るべし。 飼 ふべ からず と 云 ふので ある。 …… 

かう 云 ふ 行きが かりで、 森の 仲間と 井上の 仲間との 

間に は、 時折 口論が 持上がる。 それ も、 唯、 口論 位で 

すんで ゐた内 は、 差 支へ ない。 が、 とうとう、 しま ひ 

に は、 それが 素で、 思 ひも よらない 刃傷沙汰 さへ、 始 

まる やうな 事に なった。 

それと 云 ふの は、 或 日、 森が、 又 大事に 飼 はう と 思 

つて、 人から 貰った 虱 を 茶碗へ 入れて とって 置く と、 

油断 を 見す まして 井上が、 何時の間にか それ を 食って 

しまった。 森が 来て 見る と、 もう 一匹 もない。 そこで、 

この Pr§curseur の 説が、 そのまま 何人に も容 れられ 



ると 云 ふ 事 は 滅多にない。 船中に も、 森の 虱 論に が 腹 

を 立てた。 

「何故、 人の 風 を 食 はしった。」 

はり ひぢ 

張 肘 をしながら、 眼の 色 を 変へ て、 かう つめよる と、 

井上 は、 

「自体、 虱 を 飼 ふと 云 ふの が、 たはけ ぢ やての。」 と、 

そらう そ ぷ 

空嘯いて、 まるで 取合 ふけし きがない。 

「食 ふ 方が たはけ ぢ や。」 

森 は、 躍起と なって、 板の間 をた たきながら、 

「これ、 この 船中に、 一人と して 虱の 恩 を 蒙らぬ 者が 

ござる か。 その 虱 を 取って 食 ふな どと は、 恩 を；^ でか 



(大正 五 年 三月) 
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